
赤外線の家蠶に及ぼす影響に就て

中島茂

（富崎高等農林學校養獄學研究室）

　　　　1．緒　　　　君

　光線は家獄の生活環境の主なる一要因として、古くより研究せられ、多くの業績を上げてをる。殊

に近時不可観光線の紫外線に就ての試瞼研究が甚多い。元來かかる不可覗短波侵光線の家鑓に及ぼす

影響を、rl月確に知る爲には、糊生質に於て相異り・且互に密接の關係にある不可観長波長光線の影響

をも究めねばならない。撚し此の不可覗長波長光線の家獄に及ぼす影響に就ては。未だ報告され定も

の瀕輻細あゑ．輔騨如上の欠獅ひ・以て不覗光線の鯉白勺利用法の鋤瞭せんとして

行つたのであるo
本鰍を行ふ蟷り木田芳三良β博士よ！i多大の融を腋だい螺を・蜘疎謝する・

　　　　2　實　験　方　法

昭和三年姻、卿灘に於て、謝｝1鶴鮭して第一實験を行ぴ測・昭鯛年七月・夏獄に於て第

二實験を試みたのである。

放射櫛一米國、B・rcY・k製のZ・・lit・，型はZ－12號・ユ2°・・1t・・　6°°watts

　放射時間3＝給桑一時間前
　放射程度：＝距離と時問を以てす。距離は光源より獄膿迄の長さ、時閣は放射中の時閥

本麟鱈・特に臆せる事項ζ捌ヂる・　’

　1．放射中獄座面の異常昇温を防止する票。

　2．封照颪は他試瞼匠の放射中同室に運び露光を避けて、氣象的環境の平等を計る事。

　3．放射線の効果と、電灯の効果との實用的総合を主眼とする事。

3，第　一　實　験

　1．材　　　　　　　）ls－is

供用翫吊種は三元種の（日le9×印0】）×支9各va，：O・2瓦

　2．試　　瞼　　旺

　　　　　　　　翻齢　　　　距離　　　　　時闘

　　第一匠　　　　封　照　匠

第二匠鶴　鵬．燧
放射程度は前記演意事項を元とし、獄兇に實験後、決したのである。

　3．～慶　　蛎食　　成　　績

（1♪　i氣　i象　調　査
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No・1　　　氣　　錬　　調　　～窪　　i爽

x
＼＼　嘔
齢＼

樹　 照　 1置

赤　外　線　1鉦

温　度1瀦　度　温　農1議　度t’一
第　　　　　一 23．S°c

　　％
W0．7 ．23．8 80．7

第　　　　　二 20．3 802 20．3 80．2

第　　　　　三 瓢．3 77．8 21．3 77．7

第　　　　　　四 20．6 73．9 20．6 73．9

第　　　　　五 19．9塵 8ユ．4 19β 78．昼

不　　　　　　均 ユ8．12 78．S 21．06 78．銭

（2♪経過調査

　　　　No・2　維過調査表

第　 二　　3－20
第　 三　　4－20
第　 四　　6－－2
第　 五　　9－9
合　　　　　　　言十　　　　　　　28－19

1－2　　　　　　　　　4－22　　　　　　　　3＿20

1－8　　　　　　　　6－04　　　　　　　4－20

1－13　　　　　　　　7－15　　　　　　　　6－2

－　　　9－9　　 8－7

4－17　　33一ユ2　　27－17

1－2　　4－22
1－8　　6－4
工一13　　　　　　　　7－15

re　　　8＿7
4＿17　　　　　　　　32－00

印ち赤外線匠は第五齢の食桑時を減少し、全齢より見る時はv謝照匠に比して、1日聞餓短縮とな

つた。

（3）膿量調i査
　　　　No・　3　　　　　　　　骨豊　　　　　彙　　　　　調　　　　’ヨ査…　　　　表　　（20頭合言＋）

獅　照　1醸 赤外線圃

第一
o1 O，826

4，857

4．918

0．78Z

4．670

4．472

瓦

第四齢
o1 4，347

21．752

21．667

4．232

22．962

20．220

第　　五　・齢

／麗し熟 19，400

Q8．0179

Q1，816

18，612

R1，022

Q1，508

8

即ち赤外線歴は、放射の初期に於ては、封照匠に比して輕いが、第四齢以後は、…次第に増加の傾向

を現し、殊に第四齢、及第五齢盛獄艦量に於て顯著である。

（4）繭質調査
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　　　　　　No．4　繭質調盃表

繭　　　　　長

繭　　　　　幅

劉　　照　　1麗

羅
2。86

1．67

赤　外　線　置

2．70

1．67

総　　・1
含，、。粒宛欝蠕1 　　　　　　　11．402　　　　　　　　12．399

繭　　繭　　量
重　歴

　％

1．419

12．44

1．49S

11．92

蜥　　罷　　最
重　髄

　％

9，816

86．09

10．71

86．04

蛉　　皮　　量
重　量
　％

0．086

0．75

0，083

0．67

礁　　　綿　　　縫
重％引 0，078

O．68

0，100

O．81

eロ赫外擁繭照隙比し．・Kltl形が大きく・纐皮は粗となり・全盤調鵬量睡く欄1騨1暦

量も幾分多い。

（5）蛾の生命調査

　　　　　　　No．5　生命調査表

10頭耶均存命日数
雌　雄　ZF　均

謝　　照　　匠
t・一・一一一・一…一・一一一一・’一一”“1

雌　　　　　雄

10　　　　　18．9

　　14，5

赤　外　線　1醸

雌　　　　　雄
12．4　　　　14．1

　　13．3

Eロち赤外線廊1醐匝砒レ雌ば多少長くなる瓜雄の齢1轍楠1度に短縮するのである・

　　4．第二賢験

1．材　　　料
支101號を用ひ各試験嘔、蟻量0・2瓦宛とした。

2．試　瞼　蔑　　　　　　　・
第一試験を根擦として次の101直を設けたのである。

第　　　一　　　匪
第　　　二　　　1齪

第　　　三　　　斑
第　　　四　　　1颪

第　　　五　　　匿

謝　照　罷
全　　　齢

　1－3
　1－－3

　4－5

距　　　離

90

90

70

｛o

時　　　問

10

10

10

10
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第　　六　　職
第　　 七　　 嘔

第　　 八　　1置
第　　九　　匪
第　　 十　　 圃

1　　　齢
全　　　齢
全　　　齢
全　　　齢
全　　　齢

90

70

70

90

90

10

5

20

5

20

3・實瞼成績
（ユ）氣象調査

　　　　　　N。・6　氣象調査表
　　　　　　　瞳項目

ユ． 2 3 4 5 6 7 8 9 10

第一齢

謫�

TM 75

W1

75

W1

75

W1

75

f81

75

W1

75

W1

75

W1

75

W1

75

W1

75

W1

TM 77．5

W7

77．5

W7

77．5

W7

77．5

W7

77．5

r7

77．5

W7

77．5

W7

77．5

W7

77．5

W7

77．5

W7

第三齢
TM 76．38

W7

76．38

W7

76．38

W7

76．6

W8

76．38

W7

76．4

W8．4

76．38

W7

76．6

W8

76．38

W7

76．38

W7

第四齢
TM 772

W7．2

77．1

W7．3

77．3

W7．4

77

W7．5

77．2

W7

77ユ

W7．4

77．2

W7．5

77

W7．5

79．21

V7．2

77．2

W7

第五齢
TM 79．9

W4．5

80

W6．5

82．1

W1
馴ll：1 80

W4．3

　　　　監セ
W1．7

W2．2

81．5

W3

81．9

W1．5

83．5

W3．4

2ド　　均
TM 772

W5．34

77．2

W5．76

77．66

W4．7

副ll：1，辱 772
W5．62

77．6

W4．94

75．52

r5．3

78

W2．74

77．9

W5．08

（2）経過調査
　　　　　　No・7　　　維　　過　　調　 ≡査…　　表

　　1麺
?ﾚ

1 2 3 4 5 6 ・1 8 9 10

食桑噂
r：　　時

S－7．5
r：　　昨

S－7．5
F！　　噂

S－7．5
r軍　噂
S－7．5

「量　咋
S＿7．5

ロ　　噂
S－7．5

日　　蒔
S－7．5

ロ　　畔
S－7．5

r1　噂
S－7．5

ロ　　噂
S－7．5

第一齢 眠ri霧時 1－0．5 工一〇．5 1－0．5 1－0．5 1－0．5 1－0．5 1－0．5 1一α5 工一〇．5 1一α5

合　　計 5－．8 5－．8 5－．8 5－．8 5－．8 5－．8 5－．8 5＿8 5－B 5－。8

食桑時 3－。0 3－．0 3－．0 3－。0 3－．0 3－。0 3－．0 3－．0 3－。0 3－。0

第二齢 眠中時…

q　　言ナ

1－．0

S－、0

1－．0

S－．0

1－．0

S－．0

1－。0

S－．0

ユー．0

E一・1
1－。0

S－、0

1－．0

S－．0

1－、0

S－．0

1－．0

S－。0

1－。⑪

S－．0

食桑時 3－1．2 3－1．2 3－1．5 3－1．2 3－12 3－1．2 3～1．2 3－1．5 3－1．2 3－1．2

第三齢 眠中時 1－．0 工一．0 1－．0 1－．6 ユー．0 1－3 1－．0 1－．3 1－．0 1－、0
合　　計 4－1．2 4－1．2 4－1．5 4＿1，8 4－1．2 4－1．5 4－1．2 4一ユ．8 4－1．2 4－1．2



1go　　　　　t、n　綜　學　雑　誌　　　　　〔第二巻

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　　三　　　齢

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⊥23456’78910

f］日　・1・B，M］dJ

3118野ξ曜悶

20時聞

1　　　　　　　1

@　　　　　1

@『一．［一一一一㎜一一 ｝｝胃｝「 一一 齦ﾞ｝

P 、 「． ，冒

　　　一

?W・． 　「■

o

．

層 亀　　　　　　7
■ ． 響

◆ 曙 層

合計

食剰・

眠中

1 2 3 4　　　　5
・一・ 9 10

第四齢

食桑時
ｰ中時…

ﾜ　　計

rl　暗
S－12

P－9
T－21

11　　畔

S－12

P一ユ2

U－0

1！　　喀

S－12

P＿コ5

U－3

「1　時…　日　　曄志…

S－6　4－12

P－6　1－0
T－12　倒ユ2

11　”ユ：　日　　畔
@　　4－124－9

@　　1＿61＿12

@　　5－185－21

　暗
S－6
P－6
T－1負

Fl　博
S－1黛

P－9
T－21

日　　時

S－1露

P－0
T－12

第　　　四　　齢

1　　　2　　　3　　　4 6　　　6　　　7　　　8　　　9　　　10

5脳｝Hli
「

，，

●・ ■一

・、 ，’

璽● “9
、鴨 99

4日嫡間

“

，

勺

隔

騨

i06時聞
鴨

ρ 噂

1 2 4 5 6 7 8 9 10

第五齢

食桑時

ｰ巾時
〟@　計

日　　暗

U－6

@｝
U－6

F1　僻
U－3

@篇
U－3

3口　　時6－3　－6－3

日　　博

V＿3

@　
V－3

rl　確

V－3

@－
V－3

口　　時…

U－3

@－
U－3

「1　略亀

U－9

@－
U＿9

R　　畔

U－6

@－
U－6

日　　暗

U－9

@一
U－9

n　　噂
U＿】2

p6－1塁

6

ノ

第　　　五　　　齢

　　　’
、＼　　　画「

一
．．

冒・

「「

一一

5日20勝聞

り

1
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全　　齢
食桑時
眠Φ時
合　　計

21－13．5

4－9．5

25・2．3

21－10。5

4－12．5

25－23．

21一ユ3．5

4・15．5

26巳5．

22・4．5

4－12．5

26・17，

22・ユ0．5

4－O．5

26・ユ1．

21－7．5

4－15．5

25－23，

21－16．5

4－6．5

£5－23．

21－10．5

4－9、5

25－20．

21－16．5

4－9，5

26－2．

21－19．5

4－O．5

25－20．

経　　過　　調　　査　　表

　　　　　126010騎
　　　　　　　　　　　イ・8　　　　3　　　　　　　　　　　　　　　　　5　　　6　　　7　　　　　　　　θ

8　　　　　　　10

軒
2

2606時朋
　胃
ﾏ

25日2㈱冊

Q川20蹴
ノ

曳

鴨い

21日10蹴

S日10聯

ﾓ　日

　一

、

σ

’

　上の結果より見るに第一齢、第二齢に於ては、餐匠に経縄の差を認めす。第三齢に至つて食桑時は

封照匝に比し、第三匿及第八塵が多少維過逓れ、眠中は第四匠及第八匠は禰延長し、齢中合計も其の

傾向を保つ。第四齢は第四雇及第八匠の食桑時を短縮し、眠中は第三置及第六臓が延便し、第五匝及

第十麗は短縮となる。齢中合計に於では、第三颪及第二旺は延長し、他臓は何れも短縮を示した。第

五齢は第四匠及第五画は約】日間延長し。第二匠第三匝及第六匪は多少維過を縮めた。更に企齢を通

して槻察するに、食桑中は第五置最も長く、次に第四囁第十匿にして、短いものは第二旺、第六圃及

第八匠である。眠申は第三麗及第六置が特に長く、第五麗及第十匠は短く、更に全齢合計時を見るに

第八匠及第十塵は多少の短縮とも見へるが、他の颪は何れも麺侵し、殊に第匹嘔及第五匠が著しいの

である。

　　　　　　　　　　　　　　　艘　　量　　調　　査　　表

　　　　　　　　　　　No・8　　　舞ぎ　　 一　　 齢

論奥 1 2 3 4 5 6 7 8 9 ユ0

第一齢
盛　　登訟

ｰ　　潔

0，396

O，464

0，380

O，4S4

0380

O，468

0，392

O，468

0，384

O，464

0，400

O，468

0，392

O，472

0，336

O，452

0，396

O，452

0332

O，496

a－1　，9

a［S，a

1　　　2 3　　　4’　　　5 6　　　7　　　8 9　　　10
曽銅 冨魑

一，
ρ’

．り 一 ・り 、、

一 一一　墨一

■ 一圏 梱 一
陶

、 ’

、＼



tg2　　　　　慧　縣　學　灘　誌　　　　　〔第二饗
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　　二　　　齢

　　　　　　匠

?ﾚ
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

第二齢

起　　獄

ｷ゜i賦
ｰ　　獄

0，424

冝C920

Q，676

0，452

R，116

Q，900

0，436

R，168

Q，861

0，432

Rρ4S

Q，748

0，448

Q，856

Q，768

0，440

R，100

Q，784

⑪，420

Q，940

Q，788

0，420

Q．8｛｝4

Q，632

0，4GS

Q，920

Q，760

0，440

Q，896

Q，908

．圃　　　　　　　　　　　　　　　　　騨

鱒讐＼
」■

㌦逗　　㌦

“馳閲［一

a1

R0

Qθ

≠W

㌦瓦

　　’

f

T　　一

馬

　　’^
　　■

、

．

嘘

一

o

　　響

27

Q6

∫．4　　⊥

2　　　3 5 6 7　　　8
10

第　　　三　　　齢

論…漫、 1 2 3 4 5 6 7　　　　8 9 10

第三齢

起　　識

ｷ　　獄

ｰ　　獄

2，558

P4，636

P4，708

2，732

P5，732

P2，520

2，SO8

P4，980

P易，120

2，900

P5，444

P5，628

　　　　　1
Q，62岳

P4，200

P5，388

2，800

P4，5必

P6，608

2824　2，584

P5，544　14．172

P6．204　14．796

2，736

P4，896

P4，312

2，744

P4，824

P3，576

ユ　　　2　　　3　　　4　　　5 6　　　7　　　8 io

＼．

噛鴨 印ρ

　・

7∠
じ＼　　　塾

　「^ 「賢

；．

L■

「‘

騨．

16

P5

S4

P3

Q

、

・

8

26

Q5
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　　　　　　　　　　　　　　　第　　四　　齢

＼＼　1鉦

項目＼＼

第四齢

起　　獄

ｷ　　獄

ｰ　　獄

14，180

U7，176

U3，980

14，262

V0，432

U3，120

14，640

U5，gs4

U・壬，520

14，632

U4，104

U0，672

13，S23

U9，288

U4，944

14，4義8

U9，116

U7，680

14．72売

V2，540

V0。7磁

13，828

U6，320

U6，280

14，348

U6，332

U4，232

15，220

U5，424

T8，064
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　以上の結果より、第一齢は各麗に大差は無いが、盛獄は劃照畷に比して第八随及第十磁が梢輕く、

眠難に於ては第二旺及第十匠が多少重い檬である。第二齢に於いては著しい攣化がなく、盛獄は第二
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麗、第三匝及第六颪が重く、第五匝及第八輝は減少となる。眠慧になつても、略盛慧に於ける傾向を

保つてをる。第三齢起獄は第四颪第七匠及第六颪が蛸重く、盛獄に於ては各画に大なる攣化なく、ll民

獄は略赴羅の傾向に類似してをる。第六匝は殊更に顯著となり、第二匹及第三匝は突然的に減少しfe

第四齢の起獄になっては、第十匿の著しい増量を現し、盛獄に於ては第七慣及第二旺の明なる増加と

第四臓の減少を知り。1民翻は盛獄に略同じi墜化の傾向を示してをる。第五齢の赴｝獄は、第七匪第六涯

第四甑及第三1亜の増加と第二躍及第九旺の滅少を來し、盛鑓は第六颪及第八硬の著しい増加となり、

熱獄は第四匪及第五匠が突然に重い事となつたのである。

　（4）繭　質　調　査

　　　　　　　　　No，9　　　繭　　質　　調　　査　　表
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　踊膿歩合は何れの置も劃照硬よ’りも重く、4寺に第三圓第九磁・策七直及第六旺が顯著である。繭

胤歩合iig第五匠、第四匠、第十鳳第八匝が増加を示してをるが第三圃、第九颪及第七匠は反つて減

少となつたのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌧㌧　，

　　　　5．考　　　　　察　、

　一般に赤外線を勲線と稻してをるが、共の作用は寒暖計に現はれる箪なる熱線の影響に止らす、夏

に被放射動物の皮膚を良く透通して皮下組織中に吸牧され、共虞に新なる勲を生成して、動物に塘殊

の温度的影響を奥へ、以て一般の新陳代謝を旺盛とせしむるのである。興故に慧見の外園が、爽育最

適温以下なる場合に於て、最も赤外線の作用を顯著となし得るのである。即ち夏獄よりも晩秋獄、或

は春獄に於て有効に働くものと思ふのである。本實験に於て第一實験は概して明瞭なる成績を恥げた

のに拘らす第二實瞼の各逼に劃然とした差異を、得なかつた事も如上の理に依るものと考へ得る。

　第一實驕1に二より、赤外線が斯る程度の放射で、家獄に何簿か陽性の諸影響を與ふる銀實に刺戟され

て、第二實験を施行Lた。共の結果を逓観するに、慧兇の継過は稚鑓期に於ては、初齢より放射程度
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の張い匪が延長し、肚獄になつて初期は斯る匠が反つて減少し、後期は概して稚獄期のみ弱度の放射

を行へるものが短縮してをる。然し全齢日激より見れば、各匠の差異は僅少でM金齢を秒弧く塵理せ

る慨が短縮し謂臆期に放射せるものが延長となるのである。膿量に就ては調盗の性質上、即断はな

し難いが，一般に維過調至丘の結果と類似して、稚澱期は放射の弧い匪が減少し．批鑓期に至つては稚

鐙期放射庭及全齢弱度放射匠が増加を示して居る。即ち維過の侵いものは罷量を減少する傾尚で絡始

して居る。繭質調i査によ｝）3HLるに、蜘腿量は何れの匪も劃ll軽砥に比して塘力1してをる事は、減図に値

する。特に稚鑓期のみ90糎、10分匠と全齢を90糎、5分廣に見るべきものがある、繭暦量の増力ltは稚

獄期のみ70糎10分匠と批螺期のみ90糎、10分匿に於て顯著である。

　以上の結果よゆ赤外線は、納過度の放射を行ふ場合も、家獄の獲育温度圏内に於て行ふ時は、紫外

線に於て見る如き外傷、帥ち鍛兇の環節斑及難蛾に見る翅の縮少、等を現さす、共の適度の放射は家

鍛の生育に或る程度の有釜なる影響を與ふるものである宴を知つたのである。此の見地よりして、本

光線の家鑓に及ぼす軍猫作用の研究には、興味ある慮用的力面を有し、更に紫外線との総合作用の探

研に依り、一暦と利用的便値を高めるものと思惟するのである。

6・総　　　　　括

　前遠した第一及第二實験の結果より、赤外線の家麓に及ぼす影響を総括すれば次の糠である。

　（1）鑓兜にZOaliteを用ひ赤外線放射を行ふに、慧座温度を獄兇の焚育温度圏内に保ち得る程度の

放射なれば懲兇、獄輔、及獄蛾に何等の外傷を與へる事なくM寧ろ適度の放射に依1）、共等の生活現

象を促進するものである。

　（2）稚鑓期中を毎日、光源よIJの距離70糎とし、10分聞放射する時は維過日数を延長し慧膿量、輔

髄量及繭暦歩合を増加する。

　㈹　批魏期申を90楓10分の放射を行へば、維過日数は多少延長するが繭暦歩合を著しく増力げる

　（4）全齢を通し90糎、20分の放射を行ふか、叉は稚鑓を90糎、5分、壮叢を80糎30分の虚現を行つ

て維過を促進し繭質の向上を計り得る。　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和四年十刀十一ロ受理）

家叢の電燈照明の効果に就て

篠　　原　　善　　…欠

三　　　輪　　　　輔

（長野縣立諏訪獄縣學校）

　　　　1・緒　　　　　言

家醗の電燈照明飼育鷹党ては愛媛縣松11戯道電剰現試會醐姉臓剛眞吉氏によりて其効果を公表せ

られ、爾來各地の獄業試験場、學校、嵐業者等によりて之に關する試験行はれ共成績の搬表せられた

るもの少からす、木校にありても本年獅猛期に於て電燈照明の澱兇飼育上に及ぼす影響に就き試瞼し

絢進んで之が解否駅縣量、縣質に及ぼす關係をも調査したるを以て．只一回の試瞼にて早計の嫌なし

とせざる：も、時節柄参考のため其結果を本誌に掲載することNせり。公表するに當り、櫻井校長には


